
広
報
か
み
と
ん
だ

2025
年

1
月
号

N
o

.683

主
な
内
容

○
 新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

○
 消
防
団
出
初
式
 ‐
ご
案
内
‐

○
 カ
セ
ット
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方

○
 定
住
促
進
住
宅
等
管
理
運
営
業
務
職
員
募
集

○
 身
体
障
害
者
手
帳
交
付
 ‐
ご
案
内
‐

○
 後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

○
 1
月
10
日
は
「
110

番
の
日
」

○
 国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

○
 農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す

主
な
内
容

○
 新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

○
 消
防
団
出
初
式
 ‐
ご
案
内
‐

○
 カ
セ
ット
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方

○
 定
住
促
進
住
宅
等
管
理
運
営
業
務
職
員
募
集

○
 身
体
障
害
者
手
帳
交
付
 ‐
ご
案
内
‐

○
 後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

○
 1
月
10
日
は
「
110

番
の
日
」

○
 国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

○
 農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す

＜
紙
面
は
次
の
省
略
記
号
を
使
用
＞

＜
紙
面
は
次
の
省
略
記
号
を
使
用
＞

説
明
：
和
歌
山
ウ
ェ
イ
ブ
ス
、
南
紀
オ
レ
ン
ジ
サ
ン
ラ
イ
ズ
F
C
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
は
る
か
ぜ
保
育
所
）

説
明
：
和
歌
山
ウ
ェ
イ
ブ
ス
、
南
紀
オ
レ
ン
ジ
サ
ン
ラ
イ
ズ
F
C
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
は
る
か
ぜ
保
育
所
）

…
対
象
・
参
加
資
格

…
対
象
・
参
加
資
格

対
…
定
員
（
先
着
）

…
定
員
（
先
着
）

定
…
料
金
・
費
用

…
料
金
・
費
用

費

…
場
所
・
会
場

…
場
所
・
会
場

場
…
内
容

…
内
容

内
…
集
合

…
集
合

集
…
配
布

…
配
布

配

…
申
し
込
み
・
応
募
方
法

…
申
し
込
み
・
応
募
方
法

申
…
問
い
合
わ
せ

…
問
い
合
わ
せ

問
…
持
ち
物

…
持
ち
物

持

…
展
示
名

…
展
示
名

展
…
イ
ベ
ン
ト
名

…
イ
ベ
ン
ト
名

イ
…
電
話
相
談
・
面
接
相
談

…
電
話
相
談
・
面
接
相
談

相

…
締
め
切
り

…
締
め
切
り

〆
…
注
意
事
項

…
注
意
事
項

※

…
Q
R
コ
ー
ド

…
Q
R
コ
ー
ド

Ｑ

…
期
日
・
時
間

…
期
日
・
時
間

時
…
休
館
日

…
休
館
日

休
…
曜
日
表
記
は
○
記
号

…
曜
日
表
記
は
○
記
号

金

…
電
話

…
電
話

☎
…
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

…
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

…
W
EB
サ
イ
ト
を
検
索

…
W
EB
サ
イ
ト
を
検
索

上
富
田
町
公
式

Instagram
上
富
田
町
公
式

Instagram
上
富
田
町
公
式

Facebook
上
富
田
町
公
式

Facebook
上
富
田
町
公
式

LIN
E

上
富
田
町
公
式

LIN
E
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
長
の
奥
田
で
す
。

　
謹
ん
で
、
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

よ
り
町
政
に
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

１
月
に
は
能
登
半
島
地
震
が
あ

り
、
ま
た
、
８
月
に
は
日
向
灘

で
地
震
が
発
生
し
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
が
初
め
て
発

表
さ
れ
る
な
ど
、
災
害
に
対
し

て
緊
張
感
が
高
ま
っ
た
こ
と
が

強
く
記
憶
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
皆
様
の
災
害
に
対
す
る

備
え
の
意
識
も
更
に
高
ま
る
機

会
で
も
あ
っ
た
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
町
の
防
災
に
関
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
少
し
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
　
　

　
本
年
３
月
に
は
南
紀
の
台
公

民
館
が
完
成
し
ま
す
。
防
災
の

拠
点
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
施
設
の
近
く
で

は
、
株
式
会
社
プ
ラ
ス
様
と
ノ

ダ
ヤ
様
が
、
産
直
市
場 

よ
っ

て
っ
て
を
は
じ
め
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
、
フ
ー
ド
ハ
ウ
ス
、
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
等
か
ら
な
る

「
紀
州 

木
の
街 

フ
ル
ー
ツ
が
香

る 

南
紀
の
台 

よ
っ
て
っ
て 
広

場
」
を
今
年
の
３
月
に
オ
ー
プ

ン
予
定
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
施
設
内
の
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

災
害
時
に
地
域
の
安
心
拠
点
と

し
て
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し

て
使
用
さ
せ
て
頂
け
る
事
に

な
っ
て
お
り
、
大
変
有
難
く
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
に
つ
き

ま
し
て
も
耐
震
改
修
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
上
富
田
町
に
お

い
て
は
、
津
波
の
影
響
は
少
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
近
年

の
線
状
降
水
帯
等
の
水
害
に
つ

い
て
は
影
響
範
囲
が
大
き
く
、

浸
水
想
定
区
域
に
あ
た
ら
な
い

当
該
施
設
は
、
水
害
時
に
は
避

難
所
と
し
て
大
い
に
活
用
で
き

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

水
害
に
関
し
て
で
す
が
、
３
月

に
は
土
砂
災
害
・
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
版
を
町
民
の

皆
様
に
配
布
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
状
況
に
つ
い
て

ご
確
認
い
た
だ
き
、
災
害
へ
の

備
え
へ
の
参
考
と
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
こ
の
ほ
か
で
は
、
洋
式
ト
イ

レ
４
室
お
よ
び
多
機
能
ト
イ
レ

１
室
を
備
え
る
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ

ク
を
配
備
し
ま
す
。
避
難
所
運

営
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
に

は
、
災
害
派
遣
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
る
自
治

体
に
協
力
を
呼
び
か
け
ト
イ
レ

の
問
題
を
少
し
で
も
改
善
す
る

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
給
水

車
に
つ
い
て
も
配
備
し
、
災
害

時
に
お
け
る
迅
速
な
飲
料
水
確

保
を
図
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
食
料
な
ど

の
備
蓄
品
を
は
じ
め
、
避
難
所

運
営
に
必
要
な
物
資
な
ど
の
充

実
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
が
、
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い

て
は
い
く
ら
準
備
し
て
も
足
る

こ
と
は
な
く
、
民
間
の
ご
協
力

な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
、
様
々
な
企
業
、
事
業

者
の
皆
様
に
災
害
時
に
お
け
る

協
力
に
関
す
る
協
定
を
結
ば
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、

自
助
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
く

な
り
ま
す
が
、
行
政
と
し
て
何

を
な
す
べ
き
か
、
情
報
収
集
に

努
め
、
さ
ら
に
備
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
町
長
と
し
て
２

期
目
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

期
間
も
残
り
１
年
と
１
ヶ
月
程

度
と
な
り
ま
す
。
私
の
２
期
目

に
お
け
る
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち

が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら

に
推
進
し
、
そ
し
て
形
あ
る
も

の
と
し
て
皆
様
に
お
示
し
す
べ

く
、
全
力
で
諸
施
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
昨
年
被
災
さ
れ
た

方
々
の
一
日
も
早
い
復
旧
、
復

興
と
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
令
和
７
年
　
元
旦

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
、
議

員
は
年
賀
状
な
ど
の
挨
拶
状
を

出
す
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
本
紙
上
を
も
っ
て
年

賀
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

議
　
長
　
　
　
松
井
　
孝
恵

副
議
長
　
　
　
家
根
谷
美
智
子

議
　
員
　
　
　
井
渓
　
港
斗

　
〃
　
　
　
　
栗
田
　
八
郎

　
〃
　
　
　
　
平
田
　
美
穗

　
〃
　
　
　
　
山
本
　
哲
也

　
〃
　
　
　
　
正
垣
　
耕
平

　
〃
　
　
　
　
中
井
　
照
恵

　
〃
　
　
　
　
吉
本
　
和
広

　
〃
　
　
　
　
谷
端
　
　
清

　
〃
　
　
　
　
樫
木
　
正
行

　
〃
　
　
　
　
大
石
　
哲
雄

町
長
　

奥
田
　
誠

  

議
会
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ



　
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防

団
員
は
、
火
災
や
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
発
生
時
に
自
宅
や
職
場
か

ら
現
場
に
駆
け
つ
け
、
消
火
や

救
助
活
動
を
行
う
非
常
勤
特
別

職
の
公
務
員
で
す
。
安
心
安
全

な
上
富
田
町
を
つ
く
る
た
め
、 

皆
さ
ん
の
入
団
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

資
格 

　

・
18
歳
以
上
60
歳
未
満
で
町
内

　
在
住
の
方

・
地
域
防
災
に
熱
意
を
持
ち
健

　
康
な
方

待
遇 

　

・
活
動
に
必
要
な
衣
服
や
報
酬
、

　
出
動
手
当
を
支
給

・
退
職
し
た
際
は
条
例
の
定
め

　
に
よ
り
退
職
報
奨
金
を
支
給

主
な
活
動
内
容 

　

・
災
害
時
（
火
災
、
台
風
、
地

　
震
等
）
の
消
火
活
動
や
救
助

　
活
動
な
ど

・
捜
索
活
動

・
警
戒
活
動
（
年
末
警
戒
な
ど
）

　
く
わ
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
　
庶
務
・
危
機
管
理

班
　（
⑪
番
窓
口
）

　
　
　
　
☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
上
富
田
町
消
防
団
の
出
初
式

を
次
の
と
お
り
執
り
行
い
ま
す
。

日 

１
月
５
日
㊐
　
10
時
か
ら

※
９
時
に
、
消
防
団
招
集
の
サ

　
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

場 

上
富
田
文
化
会
館
　

上
富
田
町
役
場
駐
車
場

富
田
川
河
川
敷
（
一
斉
放
水
）

内 
表
彰
式
・
観
閲
式
・
分
列
行

進
・
一
斉
放
水

※
一
斉
放
水
に
つ
い
て
は
、
11

　
時
30
分
頃
か
ら
予
定
し
て
お

　
り
ま
す
が
、
進
行
状
況
に
よ

　
り
時
間
は
変
動
し
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
上
富
田
文

　
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル
に
て
表

　
彰
式
の
み
執
り
行
い
ま
す
。

問 

総
務
課
　
庶
務
・
危
機
管
理

班
　（
⑪
番
窓
口
）

　
　
　
　
☎
４
７
‐
０
５
５
０
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自
分
た
ち
の
町
を
守
り
ま
せ
ん
か
？

消
防
団
員
募
集

上
富
田
町
消
防
団
出
初
式

◎
110
番
通
報

　
　「
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

①
何
が
あ
り
ま
し
た
か
？

②
ど
こ
で
あ
り
ま
し
た
か
？

③
い
つ
の
こ
と
で
す
か
？

④
犯
人
は
？

⑤
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
？

⑥
あ
な
た
の
お
名
前･

住
所･ 

　
電
話
番
号
は
？

　
110
番
に
イ
タ
ズ
ラ
電
話
や
間

違
い
電
話
が
あ
る
と
、
事
件
事

故
な
ど
に
よ
る
緊
急
の
110
番
が

つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
犯
人

の
検
挙
や
被
害
者
の
救
護
を
妨

げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
や
相
談
な
ど
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
や
、
警
察
相

談
窓
口
電
話
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

警
察
相
談
窓
口
電
話

☎
０
７
３
‐
４
３
２
‐
０
１
１
０

ま
た
は
　
＃
９
１
１
０

１
月
10
日
は

110
番
の
日

　
緊
急
時
は
直
ち
に
110
番
！

～
110
番
は
緊
急
通
報
電
話
～

イ
タ
ズ
ラ
110
番
は
絶
対
ダ
メ

１
月
10
日
は

110
番
の
日

　
緊
急
時
は
直
ち
に
110
番
！

　
町
で
は
、
定
住
促
進
住
宅
等

管
理
運
営
業
務
に
つ
い
て
、
会

計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

定 

１
名

内 

住
宅
管
理
（
住
民
か
ら
の
修

繕
依
頼
対
応
、
共
同
施
設
の
管

理
・
清
掃
、
空
き
部
屋
の
管
理
、

夜
間
・
休
日
の
緊
急
対
応
等
）、

入
退
去
の
立
会
い
、
公
営
住
宅

の
管
理
補
助
等

任
用
期
間 

　
４
月
１
日
〜

　
　
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

※
業
務
日
に
つ
い
て
は
、
平
日

の
み
と
な
り
ま
す
が
、
緊
急

時
に
は
、
夜
間
・
休
日
勤
務

が
あ
り
ま
す
。

※
選
考
に
お
い
て
、
能
力
実
証

等
を
行
っ
た
う
え
で
、
再
度

任
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
時
間 

　
８
時
30
分
～
16
時
30
分
ま
で

基
本
給

 

　
月
額
14
万
６
４
１
２
円

※
雇
用
保
険
・
健
康
保
険
へ
の

　
加
入
あ
り
。

応
募
資
格 

　
草
刈
・
清
掃
・
点
検
作
業
が

行
え
る
方
、
普
通
運
転
免
許
証

を
有
す
る
方
　

申
込
受
付
期
間

 

　
１
月
６
日
㊊
～
２
月
７
日
㊎

ま
で

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で

（
土
日
祝
は
除
き
ま
す
）

※
必
要
書
類
　
市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
の
こ
と
）
１
通
・

採
用
選
考
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
１
通
（
上
富
田
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
）・
運
転

免
許
証
の
写
し

選
考
方
法 

　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

※
面
接
日
時
は
別
途
連
絡
い
た

　
し
ま
す
。

問 

建
設
課
　
管
理
班

　
　
　（
⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

上
富
田
町
定
住
促
進
住
宅
等

管
理
運
営
業
務
職
員
　
募
集

上
富
田
町
定
住
促
進
住
宅
等

管
理
運
営
業
務
職
員
　
募
集



　
本
町
で
は
、
町
民
の
方
で
障
害
の
あ
る
ご
本
人
や
、
障
害
の
あ
る
方
を

支
え
て
い
る
ご
家
族
お
よ
び
支
援
者
か
ら
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
相
談
方
法
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

補
装
具
費
の
支
給

利 用 者 負 担

対象者 負担限度額（月額）

生活保護世帯 0 円

市町村民税非課税世帯 0 円

市町村民税課税世帯 37,200 円

原則１割負担（所得制限あり）

障
害
福
祉
に
関
す
る
相
談
事

出
張
相
談
日
を
設
け
ま
す

相 

毎
週
火
曜
日

時 

13
時
30
分
～

場 

上
富
田
町
役
場
内

　 

相
談
室

・
相
談
員
と
役
場
職
員
が
対
応
。

・
障
害
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
事
前
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
状
況
に
よ
り
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・
出
張
相
談
に
行
け
な
い
場
合

　
や
、
相
談
日
以
外
に
お
困
り

の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
電
話
で

の
ご
相
談
も
可
能
で
す
。

直
接
相
談
を
し
た
い
場
合

　
西
牟
婁
圏
域
障
害
児
・
者
相

談
セ
ン
タ
ー
　
に
じ
の
わ

場 

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

田
辺
市
高
雄
一
丁
目
23
‐
１

☎
２
６
‐
４
９
２
３

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３
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す
る
場
合
ま
た
は
７
級
の
障
害

が
６
級
以
上
の
障
害
と
重
複
す

る
場
合
は
対
象
）

申 

・
身
体
障
害
者
手
帳
交
付

　 

（
再
交
付
）
申
請
書

・
診
断
書
（
所
定
の
診
断
書

で
指
定
医
師
が
作
成
し
た
も

の
）

・
写
真
1
枚 

縦
３
㎝
×
横

２.
５
㎝ 

（
上
半
身
、
正
面
、

脱
帽
、
写
真
用
紙
に
印
刷
し

た
も
の
）

＊
和
歌
山
県
障
害
児
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
審
査
さ
れ
ま

す
。
交
付
ま
で
約
２
ヶ
月
か

か
り
ま
す
。
　

　
障
害
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
機

能
を
補
う
た
め
に
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
、
義

肢
、
装
具
、
車
椅
子
、
補
聴
器

等
の
購
入
・
借
受
け
や
修
理
の

費
用
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
支

給
し
ま
す
。

＊
補
装
具
の
種
類
に
よ
っ
て
、

対
象
者
や
基
準
額
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
購
入
さ

れ
る
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

＊
介
護
保
険
が
利
用
で
き
る
方

で
用
具
の
種
目
が
重
な
る
場

合
、
介
護
保
険
が
優
先
さ
れ

ま
す
。

＊
治
療
の
た
め
に
一
時
的
に
使

用
さ
れ
る
治
療
用
装
具
は
、

健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る

た
め
、
補
装
具
費
の
支
給
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

＊
申
請
前
に
購
入
さ
れ
た
も
の

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申 

・
補
装
具
費
支
給
申
請
書

　 

・
身
体
障
害
者
手
帳

　 

・
見
積
書

＊
内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類
が

違
い
ま
す
の
で
、
申
請
さ
れ

る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
装
具
種
目

【
身
体
障
害
者
・
児
共
通
】

　
義
肢
、
装
具
、
座
位
保
持
装

置
、
視
覚
障
害
者
安
全
つ
え
、

義
眼
、
眼
鏡
、
補
聴
器
、
人
工

内
耳
（
人
工
内
耳
用
音
声
信
号

処
理
装
置
の
修
理
の
み
）、
車

椅
子
、
電
動
車
椅
子
、
歩
行
器
、

歩
行
補
助
つ
え
、（
Ｔ
字
状
・

棒
上
の
も
の
を
除
く
）、
重
度

障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置

【
身
体
障
害
児
の
み
】

　
座
位
保
持
椅
子
、
起
立
保
持

具
、
頭
部
保
持
具
、
排
便
補
助

具＊
種
類
に
よ
っ
て
は
、
和
歌
山

県
障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
判
定
が
必
要
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

申 

福
祉
課
福
祉
班

（
⑤
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

FAX

 

４
７
‐
４
０
０
５

　
身
体
障
害
者
手
帳
は
身
体
上

の
障
害
（
一
定
以
上
で
永
続
す

る
障
害
）
が
あ
る
方
に
対
し
て

交
付
し
ま
す
。

　
手
帳
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ

り
、
障
害
の
種
別
と
程
度
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
（
補
装
具
や
そ

の
他
福
祉
制
度
等
）
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
手
帳
交
付
時

に
配
布
す
る
「
障
害
児
者
福
祉

の
し
お
り
」
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

認
定
さ
れ
る
障
害 

(1)
視
覚
障
害

(2)
聴
覚
ま
た
は
平
行
機
能
障
害

（
老
人
性
難
聴
含
む
）

(3)
音
声
・
言
語
ま
た
は
そ
し
ゃ

く
機
能
障
害

(4)
肢
体
不
自
由
（
上
肢
・
下
肢

・
体
幹
機
能
障
害
等
）

(5)
内
部
障
害(

心
臓
・
じ
ん
臓

・
呼
吸
機
能
・
ぼ
う
こ
う
ま
た

は
直
腸
機
能
・
小
腸
機
能
・
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
・
肝
臓
機
能
の
障
害)

障
害
等
級

　
身
体
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
、

１
級
か
ら
６
級
ま
で
交
付
さ
れ

ま
す
。

（
７
級
の
障
害
は
、
単
独
で
は

交
付
対
象
と
は
な
ら
な
い
が
、

７
級
の
障
害
が
２
つ
以
上
重
複

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付



　
収
集
車
の
荷
室
内
で
資
源
ご

み
を
圧
縮
し
た
際
に
、
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
等
に
残
っ
て
い
た
ガ

ス
に
引
火
し
た
と
思
わ
れ
る
事

案
が
例
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
火
災
事
故
は
、

車
両
だ
け
で
な
く
、
処
理
施
設
、

収
集
を
行
う
作
業
員
や
地
域
住

民
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
る
ほ
か
、
人
命
に
か
か
わ

る
重
大
な
事
故
に
発
展
し
ま
す
。

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
を
ご
み
で
出
す
方
法
に

つ
い
て
は
、
上
富
田
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
２

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
の
出
し
方　

‐
注
意
！
‐
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精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

所
持
者
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ
（
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
）
の
運
賃
割
引

が
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
開

始
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
旧
様
式

の
手
帳
（
令
和
６
年
11
月
以
前

に
発
行
さ
れ
た
手
帳
）
を
お
持

ち
の
方
に
は
、「
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
等
旅
客
運
賃
減
額
　
第

一
・
第
二
種
」
の
欄
を
追
加
し

ま
す
の
で
、
福
祉
課
窓
口
ま
で

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
帳
に
写
真
が
貼
付

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
割
引

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
写
真
を
ご
用
意
の
う
え
、

手
帳
再
交
付
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　対 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
旧
様
式
（
令
和
６
年
11
月
以

前
に
発
行
さ
れ
た
手
帳
で
、「
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
等
旅
客
運
賃

減
額
　
第
一
種
・
第
二
種
」
の

欄
が
追
加
さ
れ
て
な
い
）
手
帳

を
お
持
ち
の
方
。

持 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

健
康
診
査
は

　
　
　

受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

　
健
康
診
査
は
令
和
７
年
２
月

末
日
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
受
診
券
を
お
持
ち
の
方

で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
査

対 

75
歳
以
上
の
方
、
65
歳
以
上

75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
が
あ

り
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
ら

れ
た
方

※
長
期
入
院
者
お
よ
び
施
設
入

　
所
者
は
対
象
外
で
す
。

内 

問
診
、
計
測
、
診
察
、
脂
質
、

肝
機
能
、
尿
、
腎
機
能
、
代
謝

系場 

受
診
券
に
同
封
の
実
施
医
療

機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る

医
療
機
関

費 

無
料

歯
科
健
康
診
査

※
対
象
の
方
に
は
５
月
末
に
受

　
診
券
等
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

対 

令
和
６
年
３
月
末
で
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
の
方
と
90
歳
以
上

の
被
保
険
者

内 

問
診
、
口
腔
内
診
査
、
口
腔

機
能
検
査

場 

受
診
券
に
同
封
の
実
施
医
療

機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る

費 

無
料

※
受
診
券
等
の
紛
失
や
ご
不
明

　
な
点
が
あ
れ
ば
、
左
記
ま
で

　
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

２
月
中
旬
に
医
療
費
通
知
を
送

付
し
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
方
が
医
療
を
受

け
た
状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
、

受
診
さ
れ
た
医
療
機
関
を
一
覧

に
し
た
医
療
費
通
知
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
１
月
と
５
月
の
年

２
回
発
送
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
７
年
２
月
よ
り
年
１
回
発

送
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

記
載
事
項
追
加
‐
お
知
ら
せ
‐

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

従来

令和７年２月発送分から

発送時期 掲載する診療月

1月下旬 前年 1月～ 9月

5月下旬 前年 10月～12月

発送時期 掲載する診療月

2月中旬 前年 1月～12月



アピアランスケア支援事業

　～がん治療による外見の変化で悩んでいる方へ～

　上富田町では、がん患者やがん経験者のがん治療に伴う心理的・経済的な負担を軽減

するとともに、社会参加を促進し、療養生活の質の向上を図ることを目的に、医療用補

整具 ( ウィッグおよび乳房補整下着 ) の購入費用の一部を助成します。

　冬もいよいよ本番を迎えました。体の冷えが気になる季節です。「冷えは万病の元」ということわざ

もありますが、体が冷えると内臓の働きが低下して免疫力が下がり、全身の活動に影響します。健康に

冬を乗り切るために、冷えから体を守る対策を考えてみましょう。　

①おなか

② ｢首｣ と付く体の部位

　( 首、手首、足首 )

③筋肉が多い部位

　( 太ももや二の腕など )

　ふくらはぎは、「第二の心臓」と呼ばれています。

ふくらはぎの筋肉が働いていないと下半身の循環が

悪くなり冷えの原因となります。

これらの部位は、寒い中露

出しておくと、外気の影響

を受けやすいのでしっかり

温めましょう。

テレビを見ながら、歯磨きしながら、料理をしな

がら…など、ながら運動にもおすすめです。

・胃腸には、たくさんの血管が張り巡ら

されています。そのため、おなかを温め

ることで全身が温まる効果が得られます。

おすすめのアイテムは腹巻きです。

・３つの首 ( 手首・足首・首元 ) を冷やさ

ないことが大切です。靴下、レッグウォー

マー、スカーフなどを活用しましょう。

●令和６年４月１日以降に医療用補整具を購入した方が対象と

なります。

※申請に必要な書類等につきましては保健センターまでお問い

　合わせください。

●対象者
⑴助成申請日に上富田町に住民票がある方

⑵がんと診断されがんの治療を受けた方または現に治療を受けている方

⑶がんに伴い脱毛または乳房を切除し、医療用補整具を購入した方

⑷申請する医療用補整具について、過去に他の自治体からの助成を受けていない方

●対象となる補整具と助成内容
購入金額の 2 分の 1 または上限額のどちらか低い方 ( １, ０００円未満は切り捨て )

⑴医療用ウィッグ ( 全頭用 )　　　　　上限額：２０, ０００円

⑵乳房補整下着　　　　　 　　　　　上限額：１０, ０００円

⑶人工乳房・人工乳頭 ( 乳房再建術などによる体内埋め込みは除く )        　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 上限額：２０, ０００円

●助成回数
医療用補整具１種類につき１回

●つま先立ち運動
①ふくらはぎに力を入れながらかかとを上げ、５秒

キープする。( キープする間、呼吸を止めないのが

ポイント。特に力を入れている時に吐くことを意識

しましょう。机などに手をついてバランスをとると

安定します。)

②かかとを着地させて５秒休息。

③①と②を１０回繰り返す。

これらを１日３セット程行いましょう。

●ふくらはぎを揉む
揉むことでポンプ機能のサポートとなり、全体の血

流が良くなります。下から上へと揉むのがベストで

すが、どのような方法であっても揉むだけで効果が

期待できます。お風呂で揉めばより効果的です。

＜血流の多い場所を温めよう＞ ＜ふくらはぎの運動で冷え対策＞

冷えから体を守ろう！
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
や

窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し

ま
す
。
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
久
し
ぶ
り
に
あ
っ
た
親
族
・

友
人
の
様
子
が
少
し
お
か
し
い

気
が
す
る
。
認
知
症
の
早
期
発

見
に
は
、
周
囲
の
方
の
気
づ
き

や
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
認

知
症
の
初
期
症
状
に
は
、
物
忘

れ
の
他
に
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
性
格
の
変
化
（
さ
さ
い
な
こ

と
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
、
周
り

へ
の
気
づ
か
い
が
な
く
な
り
頑

固
に
な
る
、
自
分
の
失
敗
を
人

の
せ
い
に
す
る
）・
一
度
に
２

つ
以
上
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ず
、

さ
さ
い
な
こ
と
で
混
乱
す
る
・

家
事
や
仕
事
の
段
取
り
が
悪
く

な
る
、
味
付
け
が
変
わ
る
・
よ

く
知
っ
て
い
る
道
で
迷
う
な
ど

で
す
。

　
認
知
症
の
予
兆
が
見
ら
れ
て

も
、
高
齢
に
な
る
と
誰
で
も
記

憶
力
が
衰
え
て
く
る
た
め
、
気

づ
け
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
根
本

的
な
治
療
法
は
確
立
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
症
状

が
あ
っ
て
も
、
原
因
に
よ
っ
て

は
治
療
や
正
し
い
関
わ
り
方
で

治
る
も
の
や
、
症
状
を
軽
く
す

る
事
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
や
専
門
の
病
院
で
診
察

を
し
て
も
ら
い
、
早
期
に
適
切

な
治
療
を
行
っ
て
い
く
事
が
重

要
で
す
。
か
か
り
つ
け
の
病
院

が
な
い
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い

っ
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
場
合
は
、
お
気
軽
に
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
一
緒
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

1
月
10
日
㊎

　
　 

14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

※
会
場
隣
で
介
護
者
教
室
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎ 

３
３-

７
３
４
０

　冬は、インフルエンザや RS ウイルス、ウイルス性胃腸炎など様々な感染症が流行するため、気をつけ

て予防することが大切です。子どもは病気に対する抵抗力が大人に比べて弱く、臓器の機能そのものも大

人に比べて未熟なので病気にかかる回数も多く、症状も重くなりがちです。予防・早期発見に努めましょう。

●子どもの日頃の状態を知りましょう。

（平熱は？食欲は？睡眠は？便や尿の状態

は？）

子どものことを一番知っているのは、お家の

方です。お家の方が「いつもと様子が違う」「ど

こかおかしい」と感じるということは、病気

のサインかもしれません。

●集団生活に通っている場合は、帰

宅後すぐに着替える、お風呂に入る

などがウイルスを家に持ち込まない

為に有効です。お風呂が難しければ、

足の裏を洗うだけでも効果的です。

＜手洗い＞

　手洗いやうがいは感染症予防の基本です。帰宅時やトイレの後、食事の前は手洗いをすることを習慣づ

けましょう。手は、外で様々なものに触れて、想像以上に細菌などが付着しています。石鹸を使って、手
のひら・手の甲はもちろん指の間や手首までしっかりと洗うようにしましょう。
＜部屋の換気＞

　室内の換気がされていない状態が続くと、空気中にウイルスが滞り病気の感染リスクが高まってしまい
ます。こまめに換気をして、ウイルスが含まれている空気を外に排出することが大切です。加湿器を併用
しながら、気温や湿度の兼ね合いを調整して換気するようにしてください。
＜加湿＞

　部屋の湿度が 40 ～ 60％に保たれていると、咳やくしゃみで飛んだウイルスは空気中の水分と一緒に地
面に落下するため、感染症の予防効果が期待できるといわれています。加湿器や濡れたタオルや洗濯物を
室内に干すなどして部屋の湿度を適度に保ちましょう。
＜ドアノブや家具の消毒＞

　感染症が流行している時期は、家族全員が触るドアノブや蛇口、家具や玩具などをこまめに消毒するこ
とが予防にもつながります。

●アルコールでの消毒が効果的

→インフルエンザウイルスや RS ウイルスなど
●塩素系消毒液が効果的 ( キッチンハイターなど塩素系漂白剤を水で薄めたものなど )

→ノロウイルスやロタウイルス、ヘルパンギーナと手足口病の原因となるウイルス、アデノウイル
スなど　　※塩素系消毒液は、目や皮膚に付くと有害なので取り扱いには十分注意してください。

子育て　にこにこ広場 ～感染症対策～
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住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

早
期
発
見
・
早
期
対
応

が
重
要
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年
頭
の
ご
挨
拶

　  

　
　
　
　
教
育
長
　
宮
内
　
一
裕

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
皆
さ
ま
方
に
は
、
よ
き
お
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
教
育
行
政
、
学
校
教
育

並
び
に
社
会
教
育
全
般
に
わ
た
り
、
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
教
育

　
一
昨
年
に
続
き
昨
年
も
夏
が
長
引
い
て
、

秋
を
通
り
越
し
て
一
気
に
冬
が
訪
れ
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
異
常
気

象
が
続
く
と
四
季
感
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
そ
う
で
気
に
な
り
ま
す
。

　
猛
暑
は
学
校
で
の
活
動
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
活
動
の
制
限

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
教
室
同
様
に
小
学

校
の
体
育
館
へ
も
、
空
調
設
備
を
取
り
付

け
る
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
工
事
中
は
、

安
全
確
保
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
の
10
月
よ
り
、
和
歌
山
県
が
実
施

す
る
学
校
給
食
無
償
化
事
業
の
補
助
金
を

活
用
し
て
、
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童

生
徒
に
対
し
て
、
給
食
の
無
償
提
供
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
県
か
ら
は
、
給
食
費
の
概
ね
２
分
の
１

相
当
の
補
助
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
な

お
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等
で
給
食
を
提
供
で
き

な
い
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
給
食
費
相

当
額
の
補
助
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
安
全
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

社
会
教
育

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応

の
変
更
か
ら
約
２
年
が
経
過
し
、
人
の
動

き
も
徐
々
に
戻
り
、
様
々
な
事
業
が
以
前

の
よ
う
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
単
独
開
催
に
な
り
、
名
称

も
変
更
に
な
っ
た
「
か
み
と
ん
だ
文
化
の

ま
つ
り
」
で
は
、
２
５
０
０
名
を
超
え
る

入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
二
十
歳
を
祝
う
式
典
は
、
成
人
式
か
ら

名
称
を
変
更
し
て
３
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
例
年
通
り
１
月
３
日
の
開
催
予
定
で

す
。
今
年
も
上
富
田
中
学
校
の
生
徒
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し

て
く
れ
ま
す
。
と
も
に
二
十
歳
の
門
出
を

お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
南
紀
の
台
公
民
館
の
建
築
工
事
が
、
令

和
６
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
進
ん
で

い
ま
す
。
完
成
後
は
、
地
域
住
民
の
学
習

機
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
な
ど
、
社

会
教
育
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
避
難
所

等
の
災
害
時
に
お
け
る
防
災
機
能
を
有
す

る
場
と
し
て
も
、
有
効
な
活
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
朝
来
公
民
館
と
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
、
広
く
地
域
の
皆
様
に
も
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

　
今
年
も
皆
さ
ま
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文

化
活
動
、
公
民
館
活
動
等
の
事
業
に
安
全

で
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
教
育

行
政
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

官
民
が
一
体
と
な
っ
て
町
の
活
性
化
が
図

れ
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
良
き
お
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
本
年
も
町
教
育
行
政
、
学
校
教
育
並
び

に
生
涯
学
習
の
振
興
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
教
育
長
職
務
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
千
秋

　
　
　
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
田
　
宏
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
本
　
宣
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
見
　
将
史

ご
あ
い
さ
つ

2025.3　南紀の台公民館（完成予想図）
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開
門
の
欅
の
扉
去
年
今
年
　
　
　

初
詣
和
服
の
違
和
感
は
ズ
ッ
ク
　

初
日
の
出
肩
か
り
昇
る
王
子
富
士

ス
ー
パ
ー
の
軒
下
映
え
る
福
寿
草

末
の
子
も
交
じ
る
歌
声
福
寿
草
　

入
籍
は
元
日
の
朝
吾
の
娘
　
　
　

初
空
へ
こ
ま
ご
ま
老
の
祈
り
か
な

安
室
　
瑳
枝

し

ち

べ

ぇ

田
中
　
利
典

長
尾
　
則
夫

初
山
　
紀
子

松
井
　
孝
恵

森
　
　
京
子

（
投
稿
歓
迎
）

し
い
の
実
が
車
に
引
か
れ
ま
っ
白
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
と
拾
っ
た
思
い
出
の
木
の
実
　
　
　
稗
田
　
満
代

下
校
児
ら
の
「
グ
リ
コ
遊
び
」
と
や
ら
見
て
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍
る
ラ
ン
ド
セ
ル
野
の
風
連
れ
て
　
　
稲
田
　
和
代

山
並
み
が
茜
雲
に
と
染
ま
る
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭
り
の
役
も
無
事
に
終
り
て
　
　
　
　
山
口
　
さ
と
江

足
腰
弱
気
せ
っ
か
く
の
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
館
で
弁
当
食
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
小
幡
　
博
子

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

ぼ
く
の
大
こ
う
ぶ
つ
は
、
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
で
す
。

ち
ょ
っ
と
か
ら
い
と
こ
ろ
が
、
お
い
し
い
で
す
。

お
か
あ
さ
ん
が
つ
く
る
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
が
、
い
ち

ば
ん
お
い
し
い
で
す
。

た
ま
ご
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
大
す
き
で
す
。

ふ
つ
う
の
カ
レ
ー
も
、
ま
あ
ま
あ
す
き
で
す
。

い
つ
も
、
か
ぞ
く
５
人
で
た
べ
ま
す
。

ぼ
く
の
大
す
き
な
ド
ラ
イ
カ
レ
ー

　
　

岩
田
小
学
校　

１
年　

木
下　

結ゆ
う

太た

未
就
学
児
の
部

【
特
選
】

や
さ
い
の
と
も
だ
ち
　
　
　
　
松
場
　
舜

【
入
選
】

ど
う
ぶ
つ
の
赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
立
花
　
優
月

パ
パ
ト
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
　
杏
菜

小
学
生
低
学
年
の
部

【
特
選
】

ご
め
ん
ね
で
て
こ
い
　
　
　
　
神
園
　
樹
生

お
ち
び
さ
ん
じ
ゃ
な
い
よ
　
　
岡
本
　
菜
央

【
入
選
】

え
え
こ
と
す
る
の
は
え
え
も
ん
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
　
蘭

ア
ホ
ウ
ド
リ
と
バ
カ
お
ど
り
　
田
尻
　
一
喜

小
学
生
中
学
年
の
部

【
特
選
】

ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
　
　
　
　
上
村
　
悠

絵
く
ん
と
こ
と
ば
く
ん
　
　
　
松
本
　
怜
久

令
和
６
年
度

　
上
富
田
町
読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
　
‐
入
選
作
品
紹
介
‐

【
入
選
】

さ
っ
ち
ゃ
ん
の
ま
ほ
う
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
朱
織

ロ
ボ
ッ
ト
の
弟
　
　
　
　
神
屋
　
渉

小
学
生
高
学
年
の
部

【
入
選
】

ド
ア
の
む
こ
う
の
国
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
田
　
昊
生

中
学
生
の
部

【
特
選
】

い
の
ち
の
水
を
届
け
る
　
谷
口
　
和
聡

ル
ー
ル
と
の
付
き
合
い
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
屋
　
新

【
入
選
】

は
な
に
な
り
た
い
　
　
　
大
下
　
羽
那

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
恐
怖
　
　
　
　
田
浦
　
結
香

努
力
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
美
侑

図書館からのお知らせ 上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

1.
2.
　3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.

架空犯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
人生の壁　　　　                            
人魚が逃げた　　                            
大人の流儀１２ またどこかで　               
口に関するアンケート　　                    
二人一組になってください                    
婚活マエストロ　                            
成瀬は天下を取りにいく　　　　　　　　　　　
気の毒ばたらき きたきた捕り物帖〔三〕　
　　　　　　　　　
ザイム真理教 それは信者8000万人の巨大カルト

東野　圭吾　　
養老　孟子　　
青山　美智子　
伊集院　静　　
背筋　       
木爾 チレン　
宮島　未奈　　
宮島　未奈　

宮部　みゆき
　
森永　卓郎

　　幻冬舎
　　新潮社
PHP研究所
　　講談社
　ポプラ社
　　双葉社
　新潮社

　　文藝春秋
　　

PHP研究所

三五館シンシャ

明けましておめでとうございます。
　　　本年もよろしくお願いします。

本の福袋のお知らせ

新年は１月４日㊏から開館します。
皆さまのご利用を心からお待ちしております。

　１月４日㊏～１２日㊐まで、本の福袋が登場します。
どんな本が入っているかは、開けてみるまでのお楽しみ。
ぜひ、借りてみてくださいね。
　みんなで図書館に来てくださいね。



　
今
、
本
校
の
学
校
図
書
館
は

休
憩
時
間
に
な
る
と
子
ど
も
た

ち
が
本
を
選
ん
だ
り
、
ソ
フ
ァ

や
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
座
っ
て
読
書

を
楽
し
ん
だ
り
す
る
人
気
の
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
習
で

も
図
書
館
司
書
と
連
携
し
、
関

係
す
る
本
を
集
め
活
用
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
読
書
活
動
の
推
進

は
数
年
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

図
書
館
環
境
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
蔵
書
を
増
や
す
取
り
組
み

（
選
書
会
、
好
き
な
本
ア
ン
ケ
ー

ト
等
）、
委
員
会
に
よ
る
読
書

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
年
間
を
通
し

て
本
に
親
し
む
子
ど
も
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
　
　

　
こ
れ
ら
は
、
保
護
者
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
の
方
々
か
ら
も
多

く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
進
め

て
い
ま
す
。

　
今
秋
、
文
化
庁
調
査
で
本
を

読
ま
な
い
大
人
の
割
合
が
６
割

を
越
え
る
こ
と
が
話
題
に
な
り
、

読
書
の
大
切
さ
が
再
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
を
読
む
こ
と
は
、
知
識
の

幅
を
広
げ
た
り
、
登
場
人
物
に

共
感
し
た
り
、
刺
激
を
受
け
た

り
す
る
こ
と
を
通
し
て
「
豊
か

な
心
」
を
育
む
こ
と
、
ま
た
全

て
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
「
読

む
力
」
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
特
に
み
ず
み
ず
し
い

感
性
を
持
つ
小
学
校
時
代
の
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
活
動

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

　
子
ど
も
た
ち
は
本
が
大
好
き

で
す
。
読
み
聞
か
せ
も
大
好
き

で
す
。
身
近
に
本
が
あ
れ
ば
自

然
と
手
が
伸
び
読
み
始
め
ま
す
。

そ
の
環
境
を
学
校
で
も
家う

ち
ど
く読
で

も
大
切
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
家
庭
、
地
域
と

共
に
本
に
親
し
む
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
本
校
の
数
あ
る
取
り
組
み
の

う
ち
図
書
館
活
用
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。
ご
興
味
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
図
書
館

を
訪
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

募
集
期
間 

１
月
９
日
㊍
～
２

月
28
日
㊎

※
校
内
で
締
め
切
り
日
を
設
け

て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
の

で
、
直
接
、
学
校
の
奨
学
事

務
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

資 

町
内
に
住
所
を
有
し
、
貸
与
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
方
　
　

貸
与
月
額 

（
予
定
）

高
等
学
校
　
１
万
円

専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

等
　
　
　
　
３
万
円

貸
与
期
間 

正
規
の
在
学
期
間

中
（
毎
年
更
新
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。）

申 

現
在
、
在
学
し
て
い
る
学
校

で
申
請
書
類
を
受
け
取
り
、
必

要
書
類
を
作
成
の
う
え
、
学
校

の
奨
学
事
務
担
当
者
ま
で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。（
上
富
田
町
教

育
委
員
会
に
お
い
て
も
、
書
類

配
布
・
受
付
が
で
き
ま
す
。）

申
請
書
の
提
出

 

イ
，
奨
学
生
願
書

※
連
帯
保
証
人
２
名
の
う
ち
１

名
は
奨
学
生
の
父
母
等
を
定

め
て
く
だ
さ
い
。

　
も
う
１
名
は
、
奨
学
生
の
父

母
等
と
同
一
世
帯
以
外
の
方

で
す
。

ロ
，
奨
学
生
推
薦
書

ハ
，
成
績
証
明
書

ニ
，
所
得
課
税
証
明
書

※
同
居
し
て
い
る
兄
弟
姉
妹
等

の
所
得
課
税
証
明
書
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

償
還
方
法 

卒
業
後
６
カ
月
を

経
過
し
た
翌
月
よ
り
貸
付
期
間

の
２
倍
に
相
当
す
る
期
間
、
口

座
振
替
で
償
還

そ
の
他 

算
定
基
準
額
を
設
け

て
お
り
ま
す
。
算
定
基
準
額
が

世
帯
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
な
お
、
貸
付
認
定
に
つ
き
ま

し
て
は
、
規
則
に
基
づ
き
審
議

会
の
審
議
の
も
と
に
貸
付
可
否

が
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
教
育
委
員
会
事
務

局
　
学
校
教
育
班
（
奨
学
金
担

当
）
☎
４
７
‐
５
９
３
０

令
和
７
年
度
　

上
富
田
町
教
育
奨
学
金
の
貸
与
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
上
富
田
町
で
は
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
に
進
学
、
在
学
し
奨
学
金
の
貸
与
を
希
望
す
る

方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
募
集
を
行
い
ま
す
。

無
利
子
貸
与
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学
校
紹
介

 

「
豊
か
な
心
」
と
「
読
む
力
」
の
育
成
を
目
指
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
図
書
館
教
育
の
充
実

岩
田
小
学
校



　

朝
来
公
民
館

時 

２
月
８
日
㊏
・
９
日
㊐

場 

朝
来
公
民
館

朝
来
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

生
馬
公
民
館

時 

２
月
８
日
㊏
・
９
日
㊐

場 

生
馬
公
民
館

岩
田
公
民
館

時 

２
月
15
日
㊏
・
16
日
㊐

場 

岩
田
公
民
館

市
ノ
瀬
公
民
館

時 

２
月
16
日
㊐

場 

市
ノ
瀬
公
民
館

対 
各
地
区
在
住
の
方
お
よ
び
各

公
民
館
サ
ー
ク
ル
等

申 

各
地
区
公
民
館
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

朝
来
公
民
館
（
㊊
・
㊋
・
㊌
・
㊎
・

㊏
） 

　 

　
☎
４
７
‐
０
５
４
５

生
馬
公
民
館
（
㊊
・
㊌
・
㊎)

☎
４
７
‐
２
８
８
１

岩
田
公
民
館
　（
㊊
～
㊎
）

☎
４
７
‐
２
０
２
０

市
ノ
瀬
公
民
館
（
㊊
・
㊌
・
㊎)

☎
４
８
‐
０
３
６
６

岩
田
公
民
館

時 

１
月
20
日
㊊

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

岩
田
公
民
館 

会
議
室

定 
20
名
（
先
着
順
）

講
師 
和
歌
山
森
林
管
理
署

費 

５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

申 

岩
田
・
岡
在
住
の
方

１
月
６
日
㊊
～
１
月
17
日
㊎

　
町
内
在
住
の
方

１
月
10
日
㊎
～
１
月
17
日
㊊

※
電
話
に
て
岩
田
公
民
館
へ
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

岩
田
公
民
館

（
㊊
・
㊌
・
㊎ 

８
時
30
分
～
16

時
15
分
）　

☎
４
７
‐
２
０
２
０

時 

２
月
９
日
㊐

　
受
付
　
８
時
45
分
か
ら

　
開
会
　
９
時
30
分

　
終
了
　
15
時
30
分
頃

　
　
　
　
　
　
　
　（
予
定
）

場 

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　（
市
ノ
瀬
公
民
館
）

申 

１
月
30
日
㊍
ま
で
に
、
以
下

の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
今
回
は
Ａ
級
、
Ｂ
級
の
２
部

　
門
に
な
り
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局
　

☎
４
７
‐
５
９
３
０

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

森
林
教
室
「
苔
テ
ラ
ニ
ウ
ム
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
」
募
集
!!

新
春
囲
碁
大
会
　
参
加
募
集

　
　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

出展作品
大募集

公
民
館
作
品
展
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就
学
援
助
　
ご
案
内

　
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活
保

護
に
準
じ
た
保
護
が
必
要
な
世
帯

の
児
童
生
徒
に
対
し
、
一
定
の
援

助
を
行
う
支
援
制
度
と
し
て
、
要

保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学

援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
お
困
り
の
方
は
お
子
様
が
通
わ

れ
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問 生
馬
小
学
校
　 

４
７
‐
０
１
２
６

朝
来
小
学
校
　 

４
７
‐
０
０
４
０

岩
田
小
学
校
　 

４
７
‐
２
１
２
０

岡
小
学
校 

　
　
４
７
‐
２
０
２
７

市
ノ
瀬
小
学
校 

４
８
‐
０
３
３
４

上
富
田
中
学
校 

４
７
‐
０
０
５
３

教
育
委
員
会
　 

４
７
‐
５
９
３
０



ス
有
間
皇
子
の
墓
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
先
は
藤
白
坂
と
い
い
古

道
ら
し
く
結
構
急
峻
な
山
道
が

続
き
ま
し
た
。
昼
過
ぎ
ま
で
か

か
っ
て
峠
に
あ
る
地じ

ど

う

ぶ

じ

蔵
峰
寺
へ

到
着
し
ま
し
た
。
こ
の
峠
に
は

御
所
の
芝
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
晴
天
で
あ
れ
ば
、
海

南
市
、
和
歌
浦
片
男
波
方
面
の

古
い
に
し
え

人び
と

も
眺
め
た
素
晴
ら
し
い
眺

望
が
楽
し
め
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

小
雨
で
霞
ん
で
い
た
の
が
残
念

で
し
た
。

　
地
蔵
峰
寺
の
軒
先
で
持
参
の

お
弁
当
を
食
べ
、
こ
こ
か
ら
は

ミ
カ
ン
畑
の
中
の
下
り
で
す
。

途
中
で
福
勝
寺
へ
立
ち
寄
り
ま

し
た
。
福
勝
寺
か
ら
は
古
い
宿

場
町
の
中
を
歩
い
て
い
き
橘き

つ
も
と本

神じ
ん
じ
ゃ社
へ
。

こ
の
神
社

は
全
国
で

も
珍
し
い

お
菓
子
と

ミ
カ
ン
の

神
社
で
、

今
回
の
古

道
歩
き
の

終
点
と
な

り
ま
す
。

　
そ
の
あ
と
バ
ス
で
移
動
し
て

道
の
駅
「
サ
ク
ア
ス
」
に
立
ち

寄
り
ま
し
た
。
小
雨
が
降
る
一

日
で
し
た
が
、
無
事
岩
田
公
民

館
へ
帰
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

橘本神社にて
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着
付
け
と
茶
道
体
験

朝
来
公
民
館

　
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
着

物
の
着
付
け
体
験
と
茶
道
体
験

を
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
日
頃
公
民
館
で
も
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
、

茶
道
裏
千
家
の
平
岩
チ
ホ
コ
先

生
、
装
道
礼
法
き
も
の
学
院
分

院
輪
島
久
子
き
も
の
学
院
の
輪

島
久
子
先
生
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
着
付
け
体
験
は
９
名
、
茶

道
体
験
は
そ
の
う
ち
７
名
の
参

加
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
着
付
け
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
。
普
段
タ
ン
ス
で
眠
っ

て
い
る
自
前
の
着
物
を
こ
の
機

会
に
ご
持
参
さ
れ
た
方
も
お
り
、

ま
た
、
先
生
の
方
で
た
く
さ
ん

の
着
物
を
準
備
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
た
の
で
選
ぶ
楽
し
さ
も
あ

り
ま
し
た
。

着
物
に
囲

ま
れ
た
幸

せ
な
時
間

の
中
、
ど

ん
ど
ん
着

付
け
て
く

だ
さ
り
美

し
い
着
物
姿
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
員
の
着
付
け
が
終
わ
る
と

茶
道
体
験
の
開
始
で
す
。
ほ
と

ん
ど
の
方
が
初
体
験
と
い
う
こ

と
で
、
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
茶
と

お
菓
子
を

お
い
し
く

い
た
だ
い

た
り
、
実

際
に
お
茶

を
た
て
て

み
た
り
と
、

と
て
も
素

敵
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
着
付
け
、
茶
道
体
験
と
も
に
、

多
く
の
方
々
に
お
手
伝
い
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り

朝
来
公
民
館

　
今
年
は
、
大
河
ド
ラ
マ
で
ブ

ー
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
宇
治
市
の
源
氏
物
語
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
、
平
等
院
鳳
凰
堂
な

ど
に
目
的
地
を
定
め
ま
し
た
。

　
ま
ず
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
行
き
ま
し
た
。
目
で
見
て

実
感
で
き
る
展
示
に
う
っ
と
り
、

香
り
の
ス

タ
ン
プ
も

あ
り
、
様

々
な
香
り

の
中
か
ら

好
き
な
香

り
を
選
ん

で
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
押
し
て
持
ち
帰
り
ま

し
た
。

　
続
い
て
平
等
院
鳳
凰
堂
と
鳳

凰
堂
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
学
で

す
。

　
天
気
が
良
か
っ
た
の
で
、
鳳

凰
堂
は
と
て
も
き
れ
い
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ガ
イ
ド

さ
ん
の
案
内
の
も
と
、
平
等
院

の
由
来
な
ど
も
伺
い
な
が
ら
見

学
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
間

近
に
雲
中
供
養
菩
薩
を
見
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
昼
食
休
憩

時
に
は
、
各
自
、
平
等
院
表
参

道
で
、
お
茶
の
香
り
に
包
ま
れ

な
が
ら
お
土
産
を
購
入
し
た
り

し
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
河
童
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
有
名
な
黄
桜
の
伏ふ

し

み水
蔵ぐ

ら

へ
。
今
で

は
、
地
ビ

ー
ル
も
生

産
さ
れ
て

い
る
と
の

こ
と
で
、

こ
こ
で
も

お
土
産
の

選
択
に
余
念
の
な
い
参
加
者
た

ち
で
し
た
。

古
道
歩
き

岩
田
公
民
館

　
11
月
16
日
、
海
南
方
面
の
紀

伊
路
へ
の
古
道
歩
き
を
参
加
者

23
名
で
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
伊い

た

き

そ

太
祁
曽
神
社
へ

お
参
り
を
し
ま
し
た
。
こ
の
神

社
は
我
が
国
に
樹
木
を
植
え
て

廻
っ
た
と 

『
日
本
書
紀
』 

に
記
さ

れ
る
五い

た

け

る

の

十
猛
命み

こ
と

を
祀
る
神
社
で

す
。
大
変
立
派
な
社
殿
を
備
え

た
大
社
ク
ラ
ス
の
神
社
で
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
は
、
バ
ス
で
鈴
木

屋
敷
へ
移
動
し
ま
し
た
。
全
国

の
鈴
木
姓
の
ル
ー
ツ
が
、
こ
こ

鈴
木
屋
敷
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
を
出
る
と
す
ぐ
藤
白
神

社
で
す
。
神
社
内
の
藤
白
王
子

は
、
熊
野

三
山
へ
の

参
詣
道
沿

い
に
あ
る

九
十
九
王

子
の
中
で

も
特
に
重

要
な
五
体

王
子
と
呼

ば
れ
る
王
子
社
の
一
つ
で
す
。

　
い
よ
い
よ
古
道
歩
き
の
開
始

で
す
。
少
し
行
く
と
「
大
化
の

改
新
」
後
の
政
争
に
巻
き
込
ま

れ
処
刑
さ
れ
た
悲
劇
の
プ
リ
ン

鳳凰堂を背景に



　
今
回
は
、
潜
水
橋
を
紹
介
し

ま
す
。

　
上
富
田
町
に
は
、
生
馬
に
架

か
る
山さ

ん
の
う
ば
し

王
橋
と
、
岩
田
と
市
ノ

瀬
を
つ
な
ぐ
畑
山
橋
の
２
つ
の

潜
水
橋
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
潜
水
橋
、
ま
た
の
名
を

沈
下
橋
と
も
言
わ
れ
、
洪
水
の

際
、
橋
が
流
さ
れ
な
い
よ
う
水

面
に
潜
っ
て
し
ま
う
構
造
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
橋

部
が
丸
み
を
な
し
て
い
て
幅
員

が
狭
く
、
流
木
な
ど
が
か
か
ら

な
い
よ
う
欄
干
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
山
王
橋
は
、
も
と
も
と
近
代

大
辺
路
の
ル
ー
ト
に
架
け
ら
れ

た
板
橋
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
た

だ
、
主
要
街
道
か
ら
離
れ
て
い

た
た
め
本
格
的
な
橋
に
は
な
ら

ず
、
昭
和
35
年
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
杭
を
打
ち
込
ん
だ
幅
員

１
・
５
ｍ
、
全
長
78
ｍ
の
橋
が

架
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

洪
水
で
流
失
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
昭
和
41
年
に
10
ｍ
間
隔
で

７
つ
の
橋
脚
を
沈
め
堅
牢
な
橋

　「
商
売
繁
盛
で
笹
も
っ
て
こ

い
」
で
お
馴
染
み
の
十
日
え
び

す
。
毎
年
１
月
９
日
か
ら
11
日

に
か
け
て
、
お
祭
り
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
信
仰
に
関
係
な
く

一
般
行
事
的
に
福
笹
を
求
め
に

社
寺
へ
お
参
り
に
行
く
方
が
多

い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
通
称
「
え
べ
っ
さ
ん
」
は
え

び
す
神
の
こ
と
で
、
七
福
神
の

神
様
の
一
柱
で
も
あ
り
七
福
神

の
中
で
は
唯
一
日
本
古
来
の
福

の
神
だ
そ
う
で
す
。
商
売
繁
盛
、

家
内
安
全
な
ど
の
ご
利
益
で
有

名
で
す
が
、
海
で
生
活
を
す
る

人
々
に
と
っ
て
は
豊
漁
や
海
で

の
安
全
を
願
う
神
様
で
す
。
よ

く
見
ま
す
と
、
え
べ
っ
さ
ん
は

釣
り
竿
と
鯛
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、海
沿
い
の
集
落
に
「
え

び
す
神
社
」
を
見
か
け
る
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
あ
る
地
域
で
は
、
昔
か
ら
漁

師
が
海
で
漂
流
す
る
亡な

き
が
ら骸
を
見

つ
け
た
時
は
、
大
漁
を
も
た
ら

す
も
の
と
信
じ
ら
れ
「
え
び
す
」

と
し
て
手
厚
く
葬
っ
た
そ
う
で

す
。

　
ま
た
、
え
べ
っ
さ
ん
の
社
の

前
に
木
槌
や
棒
が
お
い
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
「
何
だ
ろ
う
」

と
思
っ
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
各
地
域
に
伝
わ
る
話
の

よ
う
で
す
が
、
え
べ
っ
さ
ん
は

耳
が
聞
き
と
り
に
く
い
の
で
木

槌
で
板
な
ど
を
た
た
い
て
大
き

な
音
を
出
し
、
お
参
り
に
来
た

こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
こ
の
「
商
売
繁
盛
で
笹
も
っ

て
こ
い
」
の
行
事
は
主
に
関
西

で
有
名
で
す
が
、
関
東
の
方
で

は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
知
ら
な
い

よ
う
で
す
。
こ
れ
も
、
驚
き
で

す
。

　
こ
の
え
び
す
神
、
上
富
田
町

内
に
な
い
か
と
し
ら
べ
て
見
ま

す
と
、
救
馬
渓
観
音
の
恵
比
須

堂
に
え
び
す
神
が
祀
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
昭
和
28
年
に

新
し
く
西
宮
神
社
か
ら
勧か

ん
じ
ょ
う請
さ

れ
た
も
の
で
、
古
く
か
ら
祀
ら

れ
て
い
る
え
び
す
神
は
な
い
よ

う
で
す
。
や
は
り
、
海
に
接
し

じ
く
し
て
架
設
さ
れ
た
橋
で
、

幅
員
は
１
・
５
ｍ
長
さ
１
７
４

ｍ
も
あ
り
ま
す
。
常
水
時
は
水

　
　
　
　
　
　
　
　
面
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
高
さ
が
４

　
　
　
　
　
　
　
　
～
５
ｍ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
、
風

　
　
　
　
　
　
　
　
が
強
い
時

　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
、
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
干
が
な
い

橋
を
渡
る
の
は
怖
く
て
足
が
す

く
み
ま
す
。

　
畑
山
橋
は
、
現
在
で
は
熊
野

古
道
の
散
策
道
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
生
活
橋
に
利

用
さ
れ
て
お
り
、
地
元
の
方
は

単
車
や
自
転
車
で
さ
っ
そ
う
と

渡
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

９
月
の
台
風
12
号
（
紀
伊
半
島

大
水
害
）
に
よ
り
両
橋
は
一
部

を
残
し
流
失
し
ま
し
た
が
、
２

年
後
に
は
完
全
修
復
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
富
田
川
に
架
か
る
こ
れ
ら
の

潜
水
橋
は
、
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ

ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
町
の

ジ
オ
サ
イ
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

参
考

　『
富
田
川
に
架
か
る
上
富
田

町
の
橋
』

上
富
田
町
文
化
財
教
室
シ
リ
ー

ズ
19

と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
52
年
に
は
60
ｍ
継
ぎ
足

し
１
３
８
・
５
ｍ
の
全
長
を
な

す
橋
と
な

っ
て
お
り
、

本
郷
か
ら

山
王
の
日

吉
神
社
へ

の
参
拝
者

や
高
校
生

な
ど
の
通

学
に
利
用
度
の
高
い
橋
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
畑
山
橋
も
山
王
橋
と
時
を
同

て
い
な
い
地
域
だ
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
か
。

　
ち
な
み
に
、
え
べ
っ
さ
ん
の

よ
う
に
、
い
つ
も
に
こ
に
こ
（
え

び
す
顔
）
し
て
暮
ら
す
の
が
幸

せ
に
つ
な
が
る
ら
し
い
で
す
よ
。

-12-

「
え
べ
っ
さ
ん
」
の
話

私
た
ち
の
歴
史
・
文
化
・
民
俗
　
８

橋
の
今
昔 

６

山
王
橋
と
畑
山
橋 

山王橋

畑山橋

昭和４０年頃の畑山橋

「救馬渓観音 恵比須堂」前の木槌



　
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
８
万
５
千
人
以
上
の
学

生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様

々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル

が
あ
り
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
、
ま
た

講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が

あ
り
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
３
０
０
以
上
の
幅
広
い

授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。

期 

第
1
回
は
２
月
28
日
ま
で

第
2
回
は
３
月
11
日
ま
で

問 

放
送
大
学

和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
３
１
‐
０
３
６
０

　
田
辺
保
健
所
で
は
毎
年
、
精

神
障
害
者
の
家
族
・
支
援
者
等

を
対
象
に
講
演
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
第
２
回
目
は
、

「
回
復
を
す
す
め
る
家
族
の
接

し
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
当
事

者
に
対
し
て
家
族
が
ど
の
よ
う

に
接
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い

う
内
容
で
す
。
講
師
は
、
紀
南

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
で
現

在
は
外
来
看
護
師
と
し
て
勤
務

し
、
精
神
科
認
定
看
護
師
の
資

格
を
持
つ
小
森
晃
氏
よ
り
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。
身
近
で

困
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

時 
１
月
14
日
㊋

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

場 
西
牟
婁
振
興
局
（
田
辺
保
健

所
）
４
階
　
大
会
議
室

田
辺
市
朝
日
ヶ
丘
23
‐
１

内 

「
回
復
を
す
す
め
る

家
族
の
接
し
方
」

講
師 
紀
南
こ
こ
ろ
の

医
療
セ
ン
タ
ー

精
神
科
認
定
看
護
師
　
小
森
晃
氏

問 

田
辺
保
健
所
　
保
健
課

（
辻
・
森
田
・
中
家
）

☎
２
６
‐
７
９
５
２

　
国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ

い
て
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
ご
意
見

や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
国
有

林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

任
期 

４
月
１
日
〜

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

対 

森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林

に
関
心
の
あ
る
成
人
の
方
。

　
た
だ
し
、
国
会
お
よ
び
地
方

議
会
の
議
員
、
地
方
公
共
団
体

の
長
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
、

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

ま
で
３
年
間
連
続
し
て
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
方
は

除
き
ま
す
。

〆 

１
月
31
日
㊎

　
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

総
務
企
画
部 

企
画
調
整
課

林
政
推
進
係

☎ 

０
６
‐
６
８
８
１
‐
３
４
１
２

　
対
象
の
郵
便
局
で
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
画
面
上
の
講
師
に
よ
る

ス
マ
ホ
教
室
の
受
講
が
出
来
ま

す
。
ス
マ
ホ
の
基
本
的
な
使
い

方
か
ら
、
ス
マ
ホ
で
で
き
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
な
ど
を

学
べ
ま
す
。
原
則
一
対
一
の
個

別
形
式
の
た
め
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
参
加
で
き
ま
す
。
受
講
料

無
料
、
機
種
や
携
帯
会
社
を
問

わ
ず
、
何
度
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

期
間

：

８
月
～
令
和
７
年
１
月

時
間

：

10
時
～
17
時

場
所

：

上
富
田
郵
便
局
　

　
　
　 

岩
田
郵
便
局

予
約

：

楽
天
シ
ニ
ア

　
　
　
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
平
日
10
時
～
16
時
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎︎
０
１
２
０
‐
９
５
５
‐
５
４
５

※
楽
天
モ
バ
イ
ル
（
株
）
が
総

務
省
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援

推
進
事
業
」
に
お
け
る
事
業

実
施
団
体
と
し
て
、
日
本
郵

便
（
株
）
と
共
同
で
運
営
い

た
し
ま
す
。

※
実
施
状
況
に
よ
り
早
期
に
受

付
終
了
す
る
可
能
性
が
ご
ざ

い
ま
す
。
お
早
め
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
ミ
ド
ル
世
代
の
た
め
の
「
オ

ン
ラ
イ
ン
企
業
研
究
会
＆
交
流

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

時 

２
月
８
日
㊏

　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

場 

オ
ン
ラ
イ
ン
（
メ
タ
ラ
イ
フ

使
用
）

※
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
参
加
可
能

参
加
企
業
数

 

20
社
程
度

対 

概
ね
35
歳
～
56
歳
の
方

司
会 

和
歌
山
県
住
み
ま
す
芸

人
　
わ
ん
だ
ー
ら
ん
ど

主
催 

和
歌
山
労
働
局

申 

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

h
ttp

s://fo
rm

s.o
ffic

e
.c

o
m

/r/

h
Jrg

M
d
0
2
5
g

問 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ャ

リ
ア
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
協

会☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
３
７
２
０

-13-

令
和
７
年
度

　
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

第
２
回
家
族
教
室

～
当
事
者
へ
の
適
切
な

接
し
方
に
つ
い
て
学
ぶ
～

郵
便
局
で
参
加
す
る
ス
マ
ホ
教
室

【
ミ
ド
ル
世
代
】
オ
ン
ラ
イ

ン
企
業
研
究
会
＆
交
流
会

の
ご
案
内

放
送
大
学

〜
入
学
生
募
集
の
お
し
ら
せ
〜

-14-



　

　

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
11
月
分
）

岩

田

岩

田

岩

田

生

馬

朝

来

岩

田

南
紀
の
台

岩

田

市
ノ
瀬

岡
岩

田

朝

来

市
ノ
瀬

岩

田

市
ノ
瀬

塩
地
　

子

小
倉
　
裕
子

山
中
　
健
司

陸
平
　
榮
子

下
滝
か
ね
子

桂
　
　
ミ
ネ

坂
江
　
正
在

岡
本
あ
や
子

宮
﨑
　
行
雄

石
垣
長
一
朗

山
中
　
　
實

中
井
　
和
子

山
下
　
昭
良

岡
﨑
　
勝
德

岩
本
　
恒

90
歳

53
歳

76
歳

94
歳

87
歳

96
歳

66
歳

98
歳

75
歳

86
歳

88
歳

86
歳

67
歳

70
歳

85
歳

（
崇
文
・
佳
奈
）

（
昌
平
・
綾
香
）

（
優
・
紅
葉
）　

（
泰
典
・
志
帆
）

（
貴
志
・
友
恵
）

岩

田

上
富
田
町

朝

来

東
京
都

朝

来

新し
ん
や家

　
穂ほ

の
み美

浜は
ま
だ田

　
蒼あ

お
し士

辻つ
じ
も
と本

　
空そ

ら
ん桜

川か
わ
か
み上

　
　
秋と

き

眞ま
な
ご砂

友ゆ

づ

き
月
希

森
口
　
琉
成
　
　

日
下
部
　
陽
奈
子

橋
本
　
　
滉

福
田
　
日
和

生
　
　
馬

す
さ
み
町

岩

田

田
辺
市

｛｛

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
税
目
　
　

　
町
県
民
税
（
第
４
期
）

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
）

◆
納
期
限
　

　
１
月
31
日
㊎

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 
税
務
課 

収
納
班（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

上富田町の人口と世帯数
令和６年11月末現在

前月比
総 数 15,693 人 -11

男 性 7,506 人 -7

女 性 8,187 人 -4

世帯数 7,573世帯 -9
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厚
生
労
働
省
の
「
人
口
動
態

調
査
」
に
よ
る
と
、
高
齢
者
の

「
不
慮
の
溺
死
お
よ
び
溺
水
」

に
よ
る
死
亡
者
数
は
高
い
水
準

で
推
移
し
て
お
り
、
近
年
で
は

「
交
通
事
故
」
に
よ
る
死
亡
者

よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
発
生
場
所
と
し
て
は
、
家
や

居
住
施
設
の
浴
槽
に
お
け
る
事

故
が
多
く
、
11
月
か
ら
４
月
の

冬
季
を
中
心
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
寒
い
日
に
、
暖
か
い
部
屋
か

ら
寒
い
ト
イ
レ
に
入
っ
た
り
、

寒
い
脱
衣
場
や
浴
室
か
ら
急
に

暖
か
い
お
風
呂
に
入
っ
た
り
す

る
と
、
血
圧
が
急
激
に
変
化
し
、

失
神
、
不
整
脈
、
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
急

激
な
温
度
変
化
が
身
体
に
及
ぼ

す
影
響
を
、「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
」
と
い
い
ま
す
。

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
予
防
す

る
に
は
、
高
齢
者
本
人
だ
け
で

は
な
く
、
家
族
の
方
な
ど
周
り

の
方
も
一
緒
に
な
っ
て
入
浴
習

慣
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
次
の
項
目
に
つ
い
て
、
家
族

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
入
浴
前
と
入
浴
後
に
水
分
を

補
給
す
る
。

⑵
食
後
す
ぐ
の
入
浴
や
、
飲
酒

後
は
入
浴
し
な
い
。

⑶
入
浴
前
に
脱
衣
場
や
浴
室
を

暖
め
て
お
く
。

⑷
湯
温
は
41
度
以
下
に
す
る
。

⑸
浴
槽
に
つ
か
る
前
に
、
足
元

　
か
ら
心
臓
に
向
か
っ
て
順
に
、

     

「
か
け
湯
」
を
す
る
。

⑹
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら

な
い
。

⑺
浴
室
に
手
す
り
を
付
け
る
。

⑻
家
族
に
一
声
か
け
て
か
ら
入

浴
す
る
。
家
族
の
方
は
時
々
、

声
を
か
け
て
様
子
を
見
る
。

田
辺
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
の
予
防
に
つ

い
て
」

田
辺
市
消
防
本
部

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
！

冬
季
に
多
発
す
る

　
　
　
　

入
浴
中
の
事
故

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・

救
助
）
は
、

　
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
☎
４
７
‐
０
１
１
９
へ

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

時 

１
月
23
日
㊍

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
地
域
づ
く
り
課

☎
２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

１
月
21
日
㊋

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
総
務
福
祉
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

入浴時の血圧の変化
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2025年農林業センサスが実施されます
　令和７年２月１日現在で、「2025年農林業センサス」が全国一斉に実

施されます。この調査は、我が国の農林業・農山村地域の実態を明らか

にすることを目的とし、全国の農林業を営むすべての方を対象に５年ご

とに実施しております。

　1月中旬から調査員が農林業関係者の方 を々訪問して、調査票に農林

業の経営状況などの記入をお願いします。

　調査票に記入していただいた内容については、統計以外の目的には

使用されませんので、ご協力をお願いします。

振興課　企画・商工観光班　☎34-2370問

農林業センサス

　
上
富
田
町
で
は
、
上
富
田
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
Ａ
コ
ー
ト
の
人
工
芝
を

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
改
修
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
改
修
工
事
の

実
施
に
よ
り
、
地
域
住
民
を
は

じ
め
施
設
利
用
団
体
が
当
該
施

設
を
快
適
に
利
用
で
き
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問 

振
興
課
　
商
工
・
観
光
班

　
　
　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
０

※住所異動の手続きや住民票・

　戸籍等の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前に

　お問い合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎４７-０５５０

マイナンバーカード夜間窓口
時 1 月 9 日・23 日㊍ 19 時まで
場 住民課（①番窓口）

内 マイナンバーカードの申請・受取
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更　など

　


